
 

 

 

 

 

 

 

 

日に日に、春らしい日が増えてきてい

ます。卒業、進級への準備を進めなければ

と、職員一同気を引き締めていた矢先、安

倍首相の休校要請のニュースが飛び込ん

できました。心の準備も十分にできないままお別れとなってしま

いました。残念でなりませんが、うまくいかないことを恨めしく思

ってばかりいても前進することはできません。今できることを見

つけ、新しいスタートを切ることができるように、粛々と準備を進

めていきたいと考えています。 

3 月 14 日は卒業証書授与式。規模を縮小して実施することに

なりました。小さい規模であっても、心を込めて卒業生を送り出し

たいと思います。 

 

 

 

 

卒業生の皆さん、保護者・ご家族の皆様、本日はご卒業おめでとうござ

います。 

今年も、冬らしい寒さは数えるほどしかなく、例年にない暖かさの中で春を

迎えようとしています。また、今年度は、平成から令和へと元号をまたぐ記念

すべき年となりました。春を迎え、柔らかな明るい日差しを浴び、校庭の桜も、

開花の時を迎えようとしています。いつもと同じ春の光景が広がっているとこ

ろですが、今年は、新型コロナウィルスの流行によって、卒業証書授与式の

規模を縮小して開催することとなりました。 

卒業生の皆さんはもとより、保護者の皆様にとりましても、心の準備をする

いとまもなく、激しく心を揺さぶられるような思いをされたことでしょう。私たち教

職員にとっても、晴天の霹靂のようなできごとでした。 

物事がうまく進まないとき、計画通りにならないとき、思い通りに実現するこ

とができないとき、人間は時に絶望し、時に怒り、時に諦めてしまいます。悲

しみから自らを責めたり、人を傷つけたり、訳もなく他人のせいにしてしまった

り・・・。 

しかし、このようなときだからこそ、改めて卒業生の皆さんが、この一年間取

り組んで来たことをふり返り、その貴さに感謝したいと思うのです。 

今年度のスタートにあたり、美川小学校の子どもたちに「どのような学校に

したいか」「どんな力を身につけていきたいか」を尋ねたとき、六年生の皆さん

からもたくさんの意見が寄せられました。その中にたくさん挙がっていた「安心

を生む力」「友だちを支える力」「安心して協力しあえる学校」「ニコニコ笑顔

の学校」という言葉。皆さんは美川小学校の最高のリーダーとして、学校の

中心となって活動しました。春の陸上練習。皆さんは、一人一人が力をつけ、

発揮できるように中心となって練習に取り組みましたね。幼小中合同の運動

会でも、各色の中心となって、うまくいかないことを悩みながら、しかし、それを

乗り越えて、成功へと導きました。 

体操大会、学習発表会、なわとび道場、なわとび集会とあげていくと、枚

挙にいとまがありません。また、学級力向上プロジェクトとして、自分たちで学

級の課題を考え、その解決に向けて協力していました。最初はうまく話し合う

こともできなかった皆さんが、解決に向けて協力することを通して、一段一段

階段を上るように成長していきました。そして、一人では解決することができな

い課題も、協力することで乗り越えることができる信頼関係を築いていったの

です。 

うまくいかない苦しい経験を乗り越えて、皆さんは笑顔で協力することの素

晴らしさを私たちに示しました。苦しいこと、悲しいことも決して無駄な経験では

なかったのだということを教えてくれました。ありがとう。 

ニューヨーク州立大学病院の病室の壁に、ある患者さんが書き残した

「神の慮り」という詩があったそうです。苦しいこと、うまくいかないことは決して

意味のないことではない。そう教えているように感じました。紹介します。 

 

『神の慮り』 

○大きなことを成し遂げるために 力を与えてほしいと神に求めたのに 

         謙虚さを学ぶようにと、弱さを授かった 

○より偉大なことをできるようにと、健康を求めたのに 

より良きことができるようにと、病弱を与えられた 

○幸せになろうとして、富を求めたのに  

賢明であるようにと、貧困を授かった 

○世の人の賞賛を得ようとして、成功を求めたのに 

得意にならないようにと、失敗を授かった 

○人生を楽しもうと、たくさんのものを求めたのに 

むしろ人生を味わうようにと、シンプルな生活を与えられた 

○求めたものは何ひとつとして与えられなかったが 

願いはすべて聞き届けられていた 

○私はあらゆる人の中で 

 もっとも豊かに祝福されていたのだ 

 

全てを完璧に用意されている人生は、ありません。不足していること、十分

でないことであっても、今あるものに感謝し、今できることに専念することが大

事です。 

幸い、私たちは未来を断たれたわけではありません。あの三月十一日から

九年。当たり前のような一日を迎えたくても、迎えられなかった方々もおられた

のだということにも思いを馳せたいと思います。私たちは未来につながる、今

日を生きています。今日できることを精一杯やりきりたいと思います。 

さて、卒業生の皆さん。皆さんは、いろいろな人々との結びつきの中で今

日を迎えました。結びつきを「縁」（えにし）、縁（えん）と言い換えることができる

かもしれません。 

一番強い縁は、なんといっても、親子の縁、家族の絆です。生まれてから

十二年間、皆さんはご家族の深い愛情に支えられ、安心して成長し、今日、

立派に小学校の卒業の日を迎えることができました。今日はぜひ、ご家族の

方々の愛情に、思いを寄せてもらえたらと思います。 

もう一つの強い縁は、この美川小学校の仲間との縁です。 

皆さんは、この一年間、同じクラスの友達と、苦しい時も楽しいことも共にし

ながら、毎日の学校生活を一緒に過ごし、互いを思いやり、互いに高めあっ

てきました。皆さんが、最上級生として立派な行いと姿を示してくれたことによ

って、この美川小学校全体のまとまりも強くなりました。 

登校するときに、一人ひとりの歩く速さに気をくばり、安全に気を付けて登

校していました。そうじなどの縦割り班活動でも、一年生から五年生とともに

協力して活動できました。 

私たち、職員にも、手を携え、協力することの大切さを気づかせてくれまし

た。そして、心に思うことは、実現させることができるということを示してくれた、

本当にすばらしい六年生でした。ほんとうにありがとう。 

皆さんは、今日、ここに、美川小学校を卒業していきますが、これからも、

この美川小学校との縁が切れることはありません。皆さんはきっと、第四中学

校に進学されても、充実した学校生活を送り、小学校のことは忘れてしまうこ
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ご卒業・修了 

おめでとう 

ございます 



とでしょう。それでいいのです。未来に向かって生きる皆さんが過去にすがっ

ていてはいけません。前を見て生きてください。でも、もしかしたら何年後かに、

美川小学校のことを思い出すことがあるかもしれません。担任の先生に話し

たいことが出てくることがあるかもしれません。そのときは、ぜひ、美川小学校

を訪ねて来てください。美川は皆さんのふるさとでありつづけています。 

最後になりましたが、ご列席いただきました保護者・ご家族の皆様方に改

めて、一言お祝い申し上げます。本日は、お子様のご卒業誠におめでとうご

ざいます。お子様の誕生から今日まで、様々なご苦労があったことと存じま

す。そして、ここに立派に成長され、今日のよき日を迎えられたお子様の晴れ

姿に、感慨もさぞひとしおのことと拝察いたします。どうぞ、お子様の門出を、

ご家族皆様でお祝いしていただければと存じます。 

これまでに皆様方から賜りました美川小学校へのご厚情に深く感謝申し

上げますとともに、今後とも美川小学校へのご支援・ご協力をよろしくお願い

申し上げ、式辞といたします。 

令和二年三月十四日 

             浜田市立美川小学校長  岡田 憲明 

 

 

 

 

2月 26日（水）に鼓笛

引継式を行いました。 

6 年生をリーダーとし

た鼓笛隊から、5年生（新

6年生）をリーダーとした

鼓笛隊への引き継ぎです。 

このようにして、一つ

一つ「美川小学校の伝統」

が引き継がれていきます。

まずは、旧パートによる

演奏。パートの引き継ぎ、

新パートによる演奏とい

う流れで式は進められま

した。 

実はこの日、体調を崩

して欠席している子ども

が何人かいました。 

次の指揮者の寺杣さん

もその一人でした。（写真

は練習の時の寺杣さんの

写真です。）そのため、前

指揮者の右田吉靖さんが

代理を務め式は無事終わりました。6年生の皆さん、本当にお世話

になりました。ありがとうございました。伝統は受けついで行きま

す。 

 

 

 

 

 3月 2日（月）に 6年生を送る

会がありました。2 月 28 日に、

学校の臨時休業が決定されました

が、浜田市は、3月 2日に登校後、

3 月 3 日からの臨時休校を決めて

いたので、何とか 6 年生を送る会

をすることができました。 

もちろん、運営･進行が 5年生です。5人

という限られた人数で準備も大変だった

でしょうが、最高のサブリーダーとしてが

んばっていました。 

他の学年からの出し物

も心が温かくなるような、

ものばかりでした。 

準備のために十分な時

間をとることもできませ

んでしたが、6 年生への

気持ちがしっかりと表れ

た会になったと思います。 

在校生の皆さんは、卒

業式にも参加して、別れ

を惜しむ気持ちを表した

かったことでしょう。 

6年生の皆さんへ、在校

生から気持ちを表すため

の秘密のプレゼントもこ

のときに準備しました。 

 6年生の皆さん、中学校

でもがんばってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８日（水）着任式・始業式 

９日（木）入学式 

１０日（金）給食開始 

１６日（木）全国学力・学習状況調査（6年生） 

２０日（月）ＰＴＡ評議員会・事業部会・運営委員会 

２１日（火）心電図検査（1，4～6年生） 

２６日（日）ＰＴＡ評議員会・ＰＴＡ総会・参観日 

２７日（月）振替休業日 

２９日（水）昭和の日 

４月の主な行事 

●本号をもちまして、今年度の学校だよりは終了となりま

す。１年間様々な教育活動、行事等に関わってくださった

皆様、ご協力、本当にありがとうございました。皆様のおか

げで令和元年度も、子どもたちが生き生きと学校生活を送

ることができました。ありがとうございます。 

●全校の中心となって、新たな美川小学校の伝統を受け継

いできた、６年生の皆さんにも感謝の気持ちを表したいと

思います。 

●突然の休校に戸惑う気持ちがあると思います。今できる

ことを、しっかりとやっていきましょう。いろいろ苦しい

ことや失敗があっても、人生に無駄なことはありません。 

●全てが生きる上での肥やしになっていくはずです。皆さ

んを支えてくださった、ご両親･ご家族･地域の皆様に感謝

の気持ちをもって、新たな一歩を踏み出してください。 

●地域で生活する仲間として、また、皆さんと共に活動で

きることを楽しみにしています。 

6年生を送る会 

鼓笛引継式 

http://illpop.com/png_season/apr01_a17.htm
http://illpop.com/png_flowerhtm/fspring03_a10.htm

